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（司会）　皆様、お待たせをいたしました。ただ今より慶應義塾大学大学院法務

研究科、創立 10周年記念講演会を開催したいと思います。私は法務研究科の

修了生フォローアップ委員会委員長の澤田和也と申します。よろしくお願いい

たします。（拍手）

　初めに皆様に塾歌をご斉唱いただくことにしたいと思います。大変恐縮です

がご起立いただきまして、本日、お配りをしているペーパーの裏面に歌詞が書

いてございます。幼稚舎ご出身の方でも、なかなか 2番、3番となるとつらい

と思いますので、きちんと書いてありますので、大きな声で、皆さん、ご斉唱

願います。

＜塾歌斉唱＞

（司会）　ありがとうございました。ご着席ください。初めに清家篤慶應義塾塾

長から、ご挨拶をちょうだいいたします。塾長、お願いいたします。

（清家）　本日、慶應義塾大学大学院法務研究科が創立 10周年を迎えられ、こ

のような記念講演会を開催されますこと、誠におめでとうございます。慶應義
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塾を代表して心からお祝いを申し上げます。またこの場を借りまして、日ごろ

より法務研究科の教育、研究の質の向上にご尽力をいただいております、片山

委員長をはじめとする法務研究科の教職員の皆様に、あらためて御礼を申し上

げたいと思います。

　ご案内の通り、10年前の 2004年に新しい法曹養成制度が始まりまして、慶

應義塾大学におきましてもこの法務研究科が設立されました。初代平良木委員

長、そしてご出席の豊泉委員長、伊東委員長から、今日の片山委員長に至る歴

代研究科委員長、教職員の皆様、そして法務研究科運営委員会の委員の皆様の

ご努力によりまして、今日、法務研究科は日本を代表するロースクールとなっ

ています。

　この間、学内ではとりわけ、この後、ご挨拶をされる大石法学部長、法学研

究科委員長をはじめとする法学部、そして法学研究科の皆様のご協力も欠かせ

ないものでありました。また何と申しましても、これもまたこの後、ご挨拶を

たまわります鹿内先生をはじめ、今日は鈴木会長にもご出席いただいておりま

すけれども、三田法曹会の絶大なご支援なしに今日の法務研究科はあり得ない

というふうに思っております。誠に有り難うございます。

　そして法務研究科はその教育、研究において、学外からも学界、裁判所、法

務省をはじめ多くの方々に、ご支援、ご協力をたまわっております。そうした

すべてのご協力、そしてご支援に、慶應義塾を代表して心から御礼を申し上げ

ます。

　10年前の 2004年 4月に、日本に新しい法曹養成システムが求められる中で

法科大学院が誕生しました。全国で 70校を超える法科大学院が開設されまし

たが、この間、慶應義塾の法務研究科は全国の法科大学院を代表する大規模

ロースクールの 1つとして、我が国における法曹養成を牽引してまいりました。

そして 21世紀に求められる幅広い法律家を、すでに数多く法曹界、官界、そ

して学界などに輩出してこられました。本日も塾員である法務研究科の修了生

が多数ご出席ですが、すでに 1,300名を超える修了生の皆さんが次世代を担う

法曹人、さらには公務員、あるいは研究者などとして活躍をされておられるこ
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とを、私どもも大変誇らしく思っております。

　学校の価値を計る尺度というのはいろいろあるわけですが、何と言いまして

も最も大切な価値は、今、申しましたように卒業生が社会に大いに貢献してく

ださるということ、そして同時にその卒業生が学校を出てから、特に時間がた

つほど母校のことを思ってくださるかどうかというところに、かかっていると

いうふうに私どもは思っております。その意味で、今日もこのようにたくさん

の修了生の方々が出席をしてくださっているということは、私どもにとりまし

ても大変うれしいことです。これからも法務研究科、特に皆様方の後輩の塾生

に、温かいご指導、ご支援をいただきますよう、お願いを申し上げる次第でご

ざいます。

　法務研究科は昨年の司法試験におきましては、合格者数と合格率、共に全国

の法科大学院の中でトップという好成績を収められました。これも法務研究科

の教員やその他、関係者の皆様方の、日ごろのご尽力のたまものとありがたく

思っております。そして、これと同時に大変ありがたいと思っておりますのは、

そうした実績を幅広い教養と奥深い見識を持った法曹人の養成という、法科大

学院設立の本来の趣旨に最もよくのっとったカリキュラム、指導体制の下で実

現をしてくださったということであります。このことにつきましては、私ども、

とくに深い敬意を表するものであります。

　ご存じの通り、慶應義塾は福澤先生による創設以来、「半学半教」の伝統を

守ってまいりました。「半学半教」というのはご承知の通り、塾生はあるとき

は生徒となってほかの塾生からその得意なことを教えてもらい、またあるとき

は先生となって自分の得意なことをほかの塾生に教えるという仕組みですが、

法務研究科におきましても塾生は優れた研究業績、あるいは実務実績をお持ち

の先生方から素晴らしい教えを受ける一方で、塾生同士が互いに教え合い、ま

た触発し合う気風に富んでいるというふうに伺っております。これは法科大学

院設立そもそもの趣旨にも合っていることだと思いますし、また何よりも福澤

先生の建学理念がここにも脈々と生き続けているということでありまして、私

ども、この点も大変うれしく思っているところでございます。



創立 10周年記念講演会 挨拶

5

　慶應義塾大学大学院法務研究科が、これまで慶應義塾が積み上げてまいりま

した法曹教育のよき伝統と、そして法務研究科自身のこれまでの 10年間の成

果を生かしながら、法曹界、官界、学界などで活躍する人材をさらに輩出して

いかれることで、社会にますます貢献されることを期待をしております。そし

て、また今日、私ども、慶應義塾は、学問によって社会に貢献するという福澤

先生以来の伝統にのっとりまして、高齢化、環境、資源問題、あるいはさまざ

まなリスク管理といった地球規模の問題の解決に、全塾を挙げて貢献をしてま

いりたいと考えておりますが、法務研究科にもぜひその大切な一翼を担ってい

ただきたいというふうに思っているところでございます。

　あらためましてこの講演会が盛況のうちに大いなる成果を挙げられますこと

を祈念いたしますとともに、本日の準備に奔走されました澤田先生をはじめと

する関係各位のこれまでのご努力にあらためて敬意を表し、私のご挨拶といた

します。本日は誠におめでとうございます。また、ありがとうございました。

（拍手）

（司会）　清家塾長、ありがとうございました。続きまして大石裕慶應義塾大学

法学部長から、ご挨拶をちょうだいいたします。

（大石）　ただ今、ご紹介いただきました慶應義塾大学法学部長の大石でござい

ます。まずは慶應義塾法務研究科（法科大学院）が創立 10周年を迎えられまし

たことを、法学部、そして大学院法学研究科を代表しまして、心よりお祝い申

し上げます。誠におめでとうございます。法学部と大学院法学研究科は、こ

れまで法務研究科とさまざまな面で実に深いつながりを保ちながら、10年間、

共に歩んでまいりました。法学部と法学研究科は講義や研究会などにおきまし

て、法務研究科のスタッフの皆様に多大なご支援、ご協力をいただいてきまし

た。この件に関しまして法務研究科に対し、この場をお借りして厚く御礼申し

上げます。ありがとうございます。

　先ほど塾長も触れられましたように法務研究科（法科大学院）の設立に当
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たっては、特に当時の安西塾長をはじめとする皆様に多大なるご尽力をいただ

いたとお聞きしております。その後、法務研究科は、清家塾長など慶應義塾内

外からの厚いご支援もあり着実に発展を遂げ、実に多くの優れた成果を挙げて

きたと言えます。そうした発展は歴代の委員長を務められた平良木先生、豊泉

先生、伊東先生の卓越した指導力のたまものであり、また現在の片山委員長の

献身的な働きに負うことが多かったと思います。

　もちろん歴代の委員長を支え、同時に教育や研究に打ち込まれてきた法務研

究科の教員の皆様、鹿内先生をはじめとする三田法曹会の皆様、そして職員の

方々のご貢献に対しても心から敬意を表したいと思います。

　なお、少し個人的なお話をさせていただきますと、私が 1995年に慶應義塾

に就職した際、隣の研究室にいらっしゃったのが現在の委員長の片山先生でご

ざいます。私が右も左も分からない当時、片山委員長には大変親切にしていた

だきました。いろいろなことも教えていただきました。パソコンが作動しない

ときに、私の部屋まで来ていただいたこともあります。大変助かりました。片

山委員長が研究室を移られた後、伊東前委員長がその後に入られ、やはり仲良

くお付き合いさせていただきました。組織レベルだけではなく、こうした面か

らも私自身、法務研究科とは浅からぬ縁を感じております。

　最後に創立 10周年を機に、慶應義塾法務研究科がますます発展し、法学部

法律学科と共に慶應法学の伝統をいっそう輝かしいものにされることを、私ど

もは確信しております。慶應義塾法務研究科は、目の前に立ちはだかるさまざ

まな荒波を堂々と乗り切っていかれるものと信じて疑っておりません。そして

大学院法学研究科と法学部とは、今後とも密接かつ良好な関係を保っていただ

くことを、法務研究科に対し衷心よりお願いしつつ、本当に簡単ではございま

すが、私からのご挨拶とさせていただきます。本日は誠におめでとうございま

した。（拍手）

（司会）　ありがとうございました。続きまして鹿内德行慶應義塾評議員、法務

研究科運営委員からご挨拶をちょうだいします。
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（鹿内）　鹿内でございます。まず運営委員としてご挨拶を申し上げます。

　運営委員会は、法務研究科の先生方に加えて評議員から 3名参画しておりま

す。外部からの意見ということで研究科の先生方に社会の求める法曹は何か、

その育成のために法科大学院はどうすべきかを申し上げ、かつ応援をさせてい

ただきました。

　私は一方、先日まで三田法曹会の会長を務めてまいりました。三田法曹会は

長年にわたり法学部法律学科演習講座に講師を派遣し、応援をさせていただき

ました。これはかなり古い歴史がありまして、私が入学したときはもうすでに

その制度が始まっておりました。若い実務家教員が学部の学生諸君に身近な存

在として勉強を応援することにより、法学部の学生諸君がより多く司法界に進

んでいたくことを希望して応援をしてまいりました。

　このような実務家のレベルの応援が、この新しい法科大学院運営に当たって

若くて元気がよくて、教え慣れている多くの実務家教員を派遣し応援すること

をお手伝いできるような態勢が、慶應の場合には幸いなことに備わっておりま

した。他大学に比して OBの教員が教えるということで実務家教員の充実が可

能となりました。実態としては先輩が後輩を教え、後輩がまたその後輩を教え

という伝統を引き継ぎ、縦の関係でより効率的な勉強を進めるという形になり

ました。

　特にその結果、司法試験だけが法科大学院の結果ではありませんが、日本一

になりました。受験に走らない教育が本来の法科大学院の教育を、まっすぐに

進める最先端が慶應義塾で実践出来て、その結果、日本一の合格者数と合格率

になったということで、これは大変誇るべきことであろうと思います。

　私が弁護士になった昔の時代の弁護士の社会における役割と、現代における

弁護士の社会における地位と役割が大きく変わってきております。もちろん法

曹人口が増えたということもありますけれども、社会の法曹にたいするニーズ

は大きく変わってきました。法曹自身が大きな変化を遂げなければいけない

ターニングポイントが来ているような気がします。社会における役割は何にあ

るかということについて法曹に期待されていることを、法科大学院がそのミッ
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ションとして支援をしていかなければいけないことであると思います。

　その中の大きな 1つの点はグローバル化の問題であると思います。グローバ

ル化ということは皆さん、よくご認識になっていると思います。日本は単独で

存在することはなかなか難しいと。他国と、他の文化と交わりながら日本の発

展を図っていかなければいけないときに、グローバル化は避けて通れない問題

です。しかしそれを具体的にどういう方向で進めたらよいかということは、な

かなか議論がまとまっておりませんが、これこそみんなで検討していかなけれ

ばいけないことだと思います。

　現在、片山委員長をはじめとして執行部の方々が、新しい制度の確立をグ

ローバル化の視点も多く含みながら考えておられます。この制度の発展のため

には塾当局のご協力が特に大事であります。法務研究科の皆さんの団結、それ

から卒業生の皆さんのまたご支援とが一体になって初めて新しい方向に踏み出

していくことができるのです。今日、10周年にあたり、皆さんが一致団結し

て新しい方向に進むということを、ぜひ、お願いをしたいということで、ご挨

拶に代えたいと思います。10周年、本当におめでとうございました。ありが

とうございます。（拍手）

（司会）　ありがとうございました。それでは講演の方に入りたいと思います。

まず初めに岩谷十郎慶應義塾大学法学部教授から、ご講演をちょうだいします。

テーマは「慶應における法学の伝統」でございます。岩谷先生、よろしくお願

いいたします。


